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ご挨搂 

このたびは弊社製品をお買い上げいただきまことにあり力化うござしなす。 
本書では、本製品の使用方まや仕様についてご説明いたします。ご使用の前に 
必ずお読みいただき、読み終わった後もし、つでも参照できるよう大切に保管して 
おいてください。 


ご注意 

の本書の一部または全部を弊社に無断で転載することは禁止されております。 

回本書の内容については万全を期しておりますが、万一ご不審の点がございま 
したら、弊社テクニカルサポートまでご連絡くださいますようお願いいたします。 

固本製品および本書を運用した結果による損失、利益の逸失の請求等につき 
ましては、回項に関わらず弊社ではいかなる責任も負いかねますので、あら 
かじめご了承ください。 

困本書に記載されている機種名、ソフトウェアのバージョンなどは、本書を作 
成した時点で確認されている情報です。本書作成後の最新情報については、 
弊社テクニカルサポートまでお問い合わせください。 

固本製品の仕様、デザインおよび本書の内容に ついては、 製品改良などのたゆ 
に予告なく変更する場合があります。 
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固本製品を使用して保ちしたデータが、八ードウエアの故障、誤動作、その他 
どのような埋由によって破壊された塌合でも、弊社での保証はしげこしかねま 
す。万一に備えて、重要なデータはあらかじめバックアップするようにお願い 
いたします。 

团弊社は、本製品の仕様がお客様の特定の目的に適合することを保証するも 
のではありません。 


固本製品は、人命に関わる設備や機器、および高い信頼性や安全性を必要と 
する設備や機器（医療関係、航空宇宙関係、輸送関係、原子力関係等）へ 
の組み込み等は考慮されてしなせん。これらの設備や機器で本製品を使用し 
たことにより人身事故や財産損害等が発生しても、弊社では しけ、 なる責任も 
負いかねます。 

回本製品は日本国内仕様ですので、本製品を曰本国外で使用された場合、弊 
社ではしけ、なる責任も負いかねます。また、弊社では海外での（海外に対し 
てを含む）サービスおよび技術サポートを行っておりません。 

商標に関ずる注意 

Bluetooth ® は Bluetooth S にの商標です。 


本製品は Sonaptic SoundStage ™ audio technology を搭載しております。 
Sound Engine'M and SoundStage ™ は英图 wo げ son m に 「 oelectron に s 
社の商標です。 


その他本書に記載されている機器の名称などは各社の商標または登録商標です。 
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ま全上の注意 


A 警告 

1 

万一、異常が発ホしたときは... 

本製品から異臭や煙が出たときは、ただちに使用を中止し、電源を切っ 
てください。また、充電中の場合は、付属の USB 充電ケーブルを本製 
品の充電コネクタから取り外してください。市販のコンセントに接続する 
タイプの USB 充電器などをご使用の場合は、それらの機器も電源コンセ 
ントカ、ら取り外してください。その後は本製品をご使胤こならず、販売店 
にご相談ください。 

弊社指定の物な外を使巧してヘッドフォンの充電を巧わないでください。 

ヘッドフォンは内部電源にリチウムコイン電池を使巧しています。この電 
池は扱いを誤ると、発火の危険性があります。 

1^^充電は本書で指定する方まで巧ってください。ま意事項をお守りになら 
ない場合、バッテリーの寿命力、‘著しく短くなる場合があります。 

1 

高温のまま放置しないでください。 

本製品は精密な電子機器です。高温、を湿の場所、長時間直射日光の 
当たる場巧での使用、保管は避けてください。また、周进の温度変化が 

1激しし化内部結露によって誤動作する場含がありまず。 
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を全上のを意 










ヘッドフォンの充電が終わったら、必ず充電巧ケーブルを取り外してく 
ださい。 


〇 


また、必要な充電時間を終えても充電が完了しない場合も、いったん充 
電を終えて充電に使用していたケーブル類を全て取り外してくださし、。 
所定の充電時間を超えて充電を行った場合、内部電池が発熱、発火、 
破裂する危険性があります。また、電池寿命に影響をちえる場合があり 
ます。 


音量の設定には十分気をつけてください。 

A ヘッドフォンの音量は最小から徐々に音を上げ、適切な音量に調整してく 

ださい。 


分稱しないでください。 



本書の指示に従って行ラ作業を除いては、自分で修理や改造、分解をし 
ないでください。感電、火災、やけどの原因となります。 

※特に電源内部は高電圧が多数あり、方一、触れると危険です。 



水気のをい場所での使巧、保菅は巧わないでください。 

本製品内部に液体が入ると、故障、火災、感電の原因となります。また、 
充電時に濡れた手で USB 充電ケーブルを触ると、感電の原因となりま 
すのでおやめください。 


ま全上のを意 
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0 ルさなお子様の手の届くところに保管しないでください。 

誤飲など、思わめ事故を招く場合があります。 


0 


病院内や航空機の中などでは使用しないでください。 

高度な安全を要求される場巧では絶対に使用しないでください。特定医 
療機器や航空機の計器類などの誤動作の原因となりまず。また、まれに 
自動ドアや火災報知器などの自動制御装置に電波力、‘干渉し、誤動作を招 
く場合があります。 



充電巧ケーブルの接続端子や本製品の電源コネクタ等の金属部分に軸 
れないでください。 

静電気やミちれなどにより、故障、感電の原因となります。 


自動車運転時には使用しないでください。 

0 自動車の運転中にヘッドフォンを使用しないでください。 

また、歩行中等でも、駅のホームや交差点、工事現場などでは本製品の 
使用を中止し、周囲の状況をよくご確認ください。 
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安全上のを意 






A を意 


Q 


大きな音で長時間音を間き続けないよラにしてください。 

ヘッドフォンから 長時間にわたり大きな音を聞き続けると、聴覚に悪 
影響を起こす可能性があります。適切に音量を調整し、長い時間聞き 
すぎないようにごま意ください。 

また、この ヘッドフォンは、 周囲の音を完全に遮断するタイプではあり 
ませんので、大音量で音楽を再生すると音が漏れ、周囲の人の迷惑と 
なる塌合もありまず。 十分 ごを意ください。 



ヘッドフォンの充電時は、充電ケーブルはなるべく USB ポートに直 
接接続してください。 

複数の USB 八ブなどを介しての充電は充電時間に影響を与えるだけ 
でなく、火災や故障などの原因ともなります。 



ヘッドフォンの充電時は、充電用ケーブルを必ず伸ばしたげ態で使用 
してください。 

束ねた状態で使用すると、過熱による火災の原因となります。 


を全上のを意 
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摩 

衝撃 や振動のおる場所では使巧しないでください。 

本体は精密な電子機器のため、衝撃や振動の加わる場所、強い磁力 
の発生する塌所、静電気の発生する場所などでの使巧、保管は避けて 
ください。 

〇 

周囲の機器と電波干渉が起こる場合は使用しないでください。 

本製品は 2.4GHz 帯のに M バンドをワイヤレス転送に使用しています。 
この周波数帯では無線免許を必要としない機器が一定のを件下でさま 
ざまな形で使用されています。 

そのため、使用する場所より、まれに周囲の機器との間で電波〒渉が 
起こる場含があります。そのような場合は、本製品の使巧を中止して 
ください。 

〇 

装着時に違巧感がある場合は使用を中止してください。 

かゆみやヒリヒリ感が出るなど、お机に合わないと感じられた場合は使 
用を中止し、必要に応じて医師などにご相談ください。 

〇 

む脇ぺースメーカーなどをお使いの場合は使用しないでください。 

本製品をむ臓ぺースメーカーと併巧できる力、どうかについては 、ぺ一 
スメーカーの製造元やかかりつけの医師に相談の上、ま全が確認され 
た場合のみ使巧してください。 
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安全上のを意 







ヘッドフォンの充電中は本製品および充電巧ケーブルの周りに物を 置 
かないでください。 

発熱、発火、火災、やけどの原因となります。 

C 

ご使用にならないときは電源を OFF にしてください。 

本製品は待ち受け中も電力を消費します。長期間電源が ON のまま 
放置しておくと、実際の使巧時に電池切れを起こす場合があります。 

〇 

ご使用の際は接続機器の取扱説明害の指示に従ってください。 

本製品は、パソコンや携帯電話などと無線通信による使巧が可能です 
が、接続先の機器により設定方法やま意事項が異なりまず。ご使用 
の際はこれらの機器の取扱説明書をよく読み、ま意事項に従ってくだ 
さい。 

〇 

定期的に充電を巧ってください。 

ヘッドフォンは長期間使用しない場合でも、]か月に]度を目安に充 
電を行ってください。 

% 

ラジオやテレビの近くで使巧しないでください。 

ラジオやテレビ等の近くで使巧ずると、ノイズをちえることがあります。 
また、近くにモーター等の強い磁界を発生する装置があるとノイズが 
入り、誤動作する場合があります。必ず離してご使用ください。 


ま全上のを意 
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0 

曰本国が外では使用しないでください。 

この装置は日本国内専用です。他国には独自のま全規格が定められて 
おり、この装置が規格に適合することは保証できません。また、海外 
からのお問い合わせに関しても一切応じかねますのでごま意ください。 

〇 

本製品を廃棄する場を 

ヘッドフォンは内部電池にリチウムコイン電池を使用しています。リチ 
ウムコイン電池はリサイクル可能な資源です。 

本製品を廃棄する場合は、弊社テクニカルサポートまでお問い合わせ 
ください。 

お問い合せ先については、本書卷まをご参照ください。 

A 

ていねいに取り扱ってください。 

本製品は、傷をつけにくいように表面処理を施しておりますが、お取り 
扱い方をや使用される環境によっては擦り傷がつく可能性があります。 
お取り扱いには十分ごま意ください。 
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安全上のを意 





電波に関ずる;ま意事項 

本製品は 2.4GHZ 帯の無線電波を使用しています。 

本製品が通信時に使用する 2.4GHZ 帯の電波はお下の機器や無線局が使用してしなす。 


-産業、科学、医療用磯器 
-電子レンジなどの加熱装置 
-工場の製造ライン等で使用される 

移動体識別用の構内無線局（免許を要するもの） 
特定省電力無線局（免許を要しないもの） 
そのため、が下のを意事項をお守りの上ご使巧ください。 


• む臓ペースメーカを使用している人の近くや、医療用の機器の近くでは絶対に使用 
しないでください。電波干渉を及ぼし生命に危険をちえる可能性があります。 

• 電子しンジなどの加熱機器のそぱでは使巧しないでください。電波干渉が発生します。 

• 本製品をご使用の前に本製品の周辺で移動体識別用の構内無線局または特定省電 
力無線局が運用されていない ことを 確認してください。本製品とそれらの無線局に電 
波干渉が生じた場合は、弊社テクニカルサポートにご連絡いただき、混信回避のた 
めの処置等（たとえぱ、パーテイシヨンの設置など）についてご相談ください。 

• 電波〒渉が起こると、通信ができなくなったり、正常に相手の声が聞こえない、自 
分の声が伝わらないなどの現象が起こる場合があります。そのよラな場合は直ちに 
本製品の使用をおやめください。 


を全上のを意 
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その他、本製品から移動体識別用の特定省電力無線局に対して電波干渉の事例が発生 
した場合等、問題力、’発生した場合は弊社テクニカルサポートまでご連絡ください。（製社 
テクニカルサポートの連絡先については、本書巻ホをご参照ください） 


使用周波数帯域 

: 2.4 GHz 

変調方式 

:周波数拡散方式 FHSS (Frequency Hopping Spread 
Spectrum ) 

想定干渉距離 

:約 10 m (障害物のない場合） 

周波数変更の可否 

:全帯域を使用し、かつ「構内無線局」「特定省電力無線局 J 
帯域を回避可能 
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安全上のを意 




お使いになる前 I 



本製品は、超軽量でコンバクトな Bluetooth ワイヤしスステし才へッ 
ドフォンです。高音質のステレオをお楽しみいただけます。また 、 DSP 
(ディジタル信号処理）技術の使用により、通話中のノイズリダクショ 
ンとエコーキャンセルを実現し、非常にクリアなサウンドを提供します。 


1-1 同捆品の確認 


本製品には、が下のものが含まれています。不足している場合には、 
販売店にご連絡ください。 




ステし才へツドフオン 
ユニット本体 


ユーザーズ 
7ニュアル 


US 目充電 
ケーブル 


1お使いになる前に 
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1-2 各部の名称 


イヤーフック 


庙側) 



(ち側） 

イヤーフック 
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1お使いになる前に 















1-3 装着方法 


• ヘッドフォンの左右を確認して、正しく装着してください。 

• 必要であればイヤーフックを調節して、耳にフィットさせてください。 

纖 

'ち 



1-4 充電方法 



• 充電用コネクタの差し込み□に充電器のプラグを、状態表示ランプ 
が赤色に点灯するまで完全に挿入します。電源が入った状態で充電 
器を接続するとヘッドフォンの電源力《切れることにご注意ください。 

• 充電中はヘッドフォンのボタンを押しても磯能しません。 

• 状態表示ランプが消灯するまで充電してください。ヘッドフォンは、 
満充電になるまで約2.日時間かかります 


1お使いになる前に 
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注意 

本製品を充電する塌合には、付属の充電器が外は使用しないでくだ 
さい。他の充電器を使用すると、ヘッドフォンが破損することがあり 
ます。 

1-5 バッテリイを下 

• バッテリ残量が低下すると、状態表示ランプが赤色に点滅して、断 
続的にビープ音が鳴ります。 

• 上記の現象力、’起きたら、すぐに充電してください。 

• ヘッドフォンは、充電されていないと電源力《オフになります。 

1-6 バッテリが態 

待機モードで早送りボタンと卷き戻しボタンを同時に押 
して離すと、状態表示ランプが赤色に点滅する回数でバッテリ状態を 
確認すること力巧きます。 


ホ色の点滅回数 

4回 

3回 

2回 

1回 

音楽再生時間 

7時間が上 

斗時間が上 

1時間が上 

1時間お下 
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1お使いになる前に 












2-1 電源オン 


1 (5) を2秒間押し続けます。 

2起動音が鳴り、状態表示ランプが日回、青色に短く点滅します。 

2-2 電源オフ 


1 〇を5秒間押し続けます。 

2停止音が鳴り、状態表示ランプが日回、青色に短く点滅します。 

2-3 ペアリングについて 


本製品を Bluetooth 対応の携帯電話やパソコン、 MP 3 プしーヤー等 
で使用するには、はじめにそれらの機器とペアリング（磯器同±を登 
録する作業）を行う必要があります旧 luetooth 磯器の詳細な設定の 
方法とペアリングの方法については、ご使用の巨 luetooth 機器のユー 
ザーズガイドをご賣ください)。 


2ご使用方法 
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1 本製品の電源が OFF の状態で、 0 を日秒が上押し続けてください。 

2短いビープ音が2回鳴り、状態表示ランプが赤色と青色に交互に 
点滅し続けます。 

3 接続する携帯電話やパソコン、携帯音楽プしーヤー等より、 
Bluetooth 機器の検索を実行してください。検索方まや設定方法 
はご使用の機器により異なります。詳しくは磯器に付属のユーザー 
ズマニュアル等をご参照ください。 

4 検索された機器のリストから 「 LBT - HP 110 C 2 j を選びます。 

5 パスキー入力のダイアログが表示されたら、「0000」（半角数字の 
ゼロ 4個）を入力します。 

6ペアリングが完了すると、ビープ音が鳴ります。この後に接続設定 
力、’必要な機器をご使用の場合は、続いて接続を巧ってください。（磯 
器によっては接続後にビープ音が鳴る場合があります。） 

「ペアリングモード」の状態で、磯器とペアリングせずに3分間が上 

経過すると、本製品は自動的に電源が切れます。この塌合は、ぺアリ 

ング操作をやり直す必要があります让記の手順を参照してください)。 

接続する機器によっては、ペアリング後の接続が自動的に行われる磯 

種もあります。 
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2ご使用方法 


2-4 接続について 


一度ペアリングをし、本製品を登録済みの携帯電話やパソコンなどと 
再接続する場合は、再度ペアリングを行ラ必要はありません。 

接続先の機器側で接続操作を実行してください。接続方法の詳細につ 
いては、ご使用の Bluetooth 携帯電話の取扱説明書をご覧ください。 

複数接続に ついて 

本製品は2つの機器に接続して、音楽の再生と携帯電話の使用等、 
音葉機能 ( A 2 DP ) と通話機能 （ HSP / HFP ) を切り替えて使用するこ 
と力、’できます。 

2台の機器と同時接続状態にするには、が下をご参照ください。 

1 はじゆに]台の磯器とペアリング後、いったん本製品の電源を切り 
ます。 

2再度、本製品をペアリングモードにし、もラ]台の機器から本製品 
を検索し、ペアリング•接続設定を行います。 

※この時、]台目の機器と自動的に再接続される場合は、いったん 
1台目の機器の電源を切ってください。 

3 はじゆにペアリングを行った機器側で再度本製品の接続設定をして 
ください。 


2ご使用方法 
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注意 

ご使用の携帯電話が A 2 DP と AVRCP に対応している場合、携帯 
電話で再生する音楽を本製品で聴くことができます。 

自動再接続機能に ついて 

1 接続中にヘッドフォンの電源力、’切れたら 

ヘッドフォンの 電源を オンに すると、 ペアリング 操作を行わなくても 
自動的に再接続されます。 へッドフォンが 複数の機器に接続されて 
いた場合には、それら複数の機器に再接続されます（直前に接続し 
ていた機器は、 ヘッドフォンから 10 m が内の範囲になければなりま 
せん)。 

2圏外に ついて 


ヘッドフォンは、3分が内に携帯電話から 10 m の範囲内に戻ると、 
自動的に再接続されます。 

注意 

I ご使用の機器によっては、自動再接続されない物もございます。そ 
S の場合は、手動で再接続を巧ってください。 
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2ご使用方法 



2-5 電話に出るには 

携帯電話に着信があると、へッドフォン側でも着信音が鳴ります。 

(へ）を短く押して電話に出ること力巧きます。 

ヘッドフォンで 音楽を聴いていた塌合着信があると、再生中の音楽は 
-時的に停止します。通話力、’終了する t 音楽の再生が再開します。 

注意 

複数接続の場合は、接続先の機種の機能の違いによって、音楽の 
再生力巧開されないものがあります。 

2-6 電話をかけるには 

携帯電話からの発信は、携帯電話を直接操作して巧ってください。 

リダイアル機能について* 

(、）を2秒間押し続けるか、2回続けて押すと、直前にかけた香号に 
電話をかけること力、’できます。 

※ご使用の携帯電話によっては、この機能力、’使えない場合もござし、ます。 


2ご使用方法 
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ボイスダイアル機能について 

ボイスダイアルに対応している携帯電話の塌合、を1回押し、ビー 
プ音が聞こえた後に音声ダイヤルリストに登録した名前を発音すること 
により、発信ができる場合があります。詳しくはご使用の携帯電話の 
ユーザーズマニュアルをご参照ください。 

注意 

ご使用の携帯電話がボイスダイヤルに対応していない場合、通常 
ヘッドフォンはリダイアル機能が有効になります。機種により、し、ず 
れにも対応していない物もございますのでご留意ください。 

2-7 電話を切るには 


電話を切るには、（へ）を短く1回押します。 

2-8 音量調整について 

スピーカの音量を調整するには、ヘッドフォン本体の横にあるボリュー 
ムボタンを押します。音量は8段階の調節が巧能です。 
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2ご使用方法 







2-9 通話中に使用可能な機能について 

着信拒否について* 

着信拒否機能を有効にするには、着信中に （5) を1秒間押します。 

ミユートについて 

ミュートを有効にするには、ボリュームダウンボタンを日秒間 
押し続けます。これで音をミュートできます。ミュートをしている間は、 
ビープ音が断続的に鳴ります。ミューを無効にするには、もラー度、 
ボリュームダウンボタンを5秒間押し続けます。 

I 「本」マークは、八ンズフリープロファイルのみで利用可能な機能で 
I あることを示しています。また接続した携帯電話がこの機能に対応 
\ している必要があります。 


2ご使用方法 
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2-10 音楽を聴くには 


巧生ずる 

ごろを]回、短く押します。携帯電話または Bluetooth 対応オーディ 
才機器の機種の機能に応じてプしイリストが表示されるので、もう一度 
(5) を押します。 

磯器により、最初の再生は機器で操作を行わなければいけないものも 
ございます。 


ポーズずる 

再生中の音楽をポーズするには、 0) を]回、短く押します（携帯電 
話または Bluetooth 対応オーディオ機器の機種の機能によって、 （5) 
を2回、短く押さなければならない磯種もあります)。 


停止ずる 

音楽の再生を停止するには、（、）を1秒間押します。 
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2ご使用方法 







1 トラック先/前にスキップ 

音楽を再生中またはポーズ中に、]トラック先にスキップする場合は 
[^、 ] トラック前にスキップする場合はを短く押します。 

音量調節について 

音量を調節するには、ボリュームアップボタンかボリュームダウ 
ンボタンを短く押します。] 6段階の音量調舊力《できます。 

•注意 

I 本製品は Bluetooth の AVRCP 機能に対応しておりますが、使用 
I する携帯電話の機種や、パソコン上でのソフトウェアの組み合わせ 
I などにより、この機能が正しく機能しない場合がございます。 


2ご使用方法 
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2-11 サウンドエフェクトについて 

本ヘッドフォンには Sonaptic の 3 D バーチャルサラウンドテクノロジー 
力 i 搭載されてしなす。音響効果は、が下の順香で設定されております。 

3 D +低音/高音 Boost 啤 3 D 嗦 OFF 

ボリュームアップボタンを1秒間押すことにより次の設定へ、 
ボリュームダウンボタン〔3を]秒間押すことにより前の設定へ移 
行します。 
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2ご使用方法 




2-12 操作ボタン機能の概要 


機能 

ヘッドフォンの状態 

操作 

電源オン 

電源切断状態 

(、）を2秒間押す 

電源オフ 

電源投入状態 

{、）を日秒間押す 

ボリュームアップ 

通話中 

ボリュームアップボタン [+ ) を短く押す 

ボリュームダウン 

通話中 

ボリュームダウンボタン（一 ] を短く押す 

着信応答 

着信中 

(へ）を短く押す 

通話終了 

通話中 

{へ）を短く押す 

割り込み通話 

通話中 

じゾを1秒間押す 

割り込み先の着信に応答します。通話終了後、 
はじめに話していた通話先に再接続します。 

リダイアル 

待ち受け中 

じジを1秒間押す 

直前に発信した香号へリダイアルを斤い 
ます。（音楽再生中は機能しません） 

音声ダイアル 

待ち受け中 

じジを短く押す 

(音楽再生中は機能しません）また、ご使 
巧の携帯電話により正しく磯能しない場 
合がございます。音楽携帯の場合は、音 
楽再生が優先して選択されます。 


2ご使用方法 
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着信拒否 

着信中 

(、）を 1 秒間押す 

ペアリング 

電源切断状態 

(•>)を日秒間押す 

ミ；!ートオン 

通話中 

巻き戻しボタン （ ^ を ] 秒押す 

5ュートオフ 

5ュート中 

巻き戻しボタン （ 1を ] 秒押す 

音楽再生 

待ち受け中 

(•〇を短く押す 

音楽再生停止 

音楽再生中 

(、）を 1 秒間押す 

サウンド磯能切り替え 

音楽再生中 

ボリュームアップボタン Q+ ) または 
ボリュームダウンボタン （一 1を 1 秒間 
押す （3D + 低音/高音日 oost 呼 3D 呼 

OFF の順に切り替わります） 

1 トラック先/前に 
スキップ 

音楽再生中 

1 ►► )/〇«」を短く押す 


•注意 

ご使用の携帯電話やパソコンのソフトウェアの仕様によりボタン磯能 
の割り当てが異なる塌合がござしなす。 
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2ご使用方法 












2-13 ランプ表示と信号音 


機能 

信号音 

ランプの状態 

電源オン 

起動音 

ランプは5回青色に短く点滅 

電源オフ 

停止音 

ランプは日回青色に短く点滅 

ペアリング中 

2回ビープ音 

ランプは赤色と青色が交互に点減 

ヘッドフォンと携帯電話 
力、‘接続されていない 

ビープ音なし 

ランプは3秒毎に青色に点滅 

ヘッドフォンと携帯電話 
が廣数接続されている 

1回ビープ音 

ランプは6秒毎に青色に点滅 

充電中 

ビープ音なし 

赤色ランプが点灯 

充電完了 

ビープ音なし 

赤色ランプが消灯 

バッテリ残量がかない 

断続的ビープ音 

青色ランプが赤色に変わる 


2ご使用方法 
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3 補足 


3-1 困った時は 


状態 

チェックするには 

解ミ夫するには 

ヘッドフォンの電源が 
入らない 

ヘッドフォンのバッテリが充 
電されているかを確認 

バッテリを充電してください 

ヘッドフォンを使用し 
て通話ができない 

ご使用の携帯電話が r ヘッド 
フォン」プロファイルと r 八ン 
ズフリ ー J プロファイルに対 
応しているかチェック 

本製品を通話用途で使用する 
には、ご使用の携帯電話力けへッ 
ドフォン」プロファイルと f 八ン 
ズフリー」プロファイルに対応 
している必要があります 

バッテリが完全に充電されて 
いるかチェック 

バッテリ残量が少ない場合は、 
充電してください 

ヘッドフォンと 
聞 uetooth 携帯電話 
をペアリングできない 

ヘッドフォンの電源が入って 
いるかチェック 

しへ J を 2 秒間押してヘッドフォ 
ンの電源を入れてください 

ヘッドフォンカ、•ペアリング モー 
ドになっている力、チェック 

電源が OFF の状態で本製品の 
(へ）ボタンを巳秒が上押し続 
厌ペアリングモードにしてく 
ださい 
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3補足 
















音量が極端にルさい、 
または大きい 

スピーカの音量をチェック 

ボリユームアップボタン1 +; 
また}^ボリユームダウンボタン 

1 - ] を押して音量を調節し 
てくださぃ 

オーデイオファイルの 
音声が聞こえない 

オーデイオをダウンロードし 
たサイトへお問い合わせくだ 
さい 

ファイルやサイトによっては 
团 uetooth での才ーデイオ再 
生をサポートしてない場合がご 
ざいます 


3 補足 
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3-2 ご注意 


1. 本体を高ぃところから落とさなぃでくだ^ 2. 本体を改造したり、修理したり、分辭 
さい。 i したりしないでください。 



清掃目的で本体に水、アルコール、ベン 
ジン等を直接つけたりしないでください。 


4. 本体を直接火に投下しないでください。 





5. 本体を火に近づけないでください。 


6. 湿気のある場所やホコリの多い場巧に 
置かないでください 
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3補足 










7. 本体に重いものを載せないでください。 



3-3 その他の情報 


• 本製品の通信範囲は最大]0 m ですが、障害物等によって条件は 
変わります。 

• 本製品は、ヘッドフォン/八ンズフリープロファイルまたは A 2 DP も' 
よび AVRCP 対応の Bluetooth オーディオ機器および Bluetooth 
互換の携帯電話にのみに接続することが巧能です。本ヘッドフォン 
は、家庭用標準コードレス電話とは互換性がありません。 

• 本製品は、に M バンドに.402 GHz - 2.480 GHz ) と同一周波数 
帯で動作するため、無線 LAN やマイクロ波磯器、医療機器などの 
影響を受ける可能性があります。 このため 、正しく動作させるため 
には、これらの機器から離して使用してください。 

• 適切に取り扱った塌合には充電式バッテリは長寿命です。新品の 
バッテリまたは長期間ホ使用だったバッテリは、使用開始から2〜 
3回でバッテリ容量力、’減少することがあります。 


3 補足 


35 






3-4 製品仕様 


製品型蕃 

LBT - HP 110 C 2 

周波数特性 

20 Hz 〜20,000 Hz 

サンプリングしート 

48 KHZ 、 1日 b け 

音圧しべル 

10日 d 己 pre 1 KHz 

バージョン 

团 uetooth V 2.0 

対応プロファイル 

HSP / HFP / A 2 DP/AVRCP 

接続切り替え XI 

通話対応機器 xl 、 音楽対応機器 xl 

才ーディォ 

SBC 

周波数帯 

2.402 HGz 〜2.480 GHz 

電波到達範囲 

10m が内 sz 

環境 

条件 

動作時 

旧产 

〇で〜40で 

相対湿度 

20% - 80% 

入力電圧 

已 V/lOOmA 

待ち受け時間ぷ4 

最大 550 h 

通話時間 

最大1巳 h 

再生時間 X 4 

最大 lOh 

外形寸法 ( WxDxH ) 

35.5 x 35.5 x 1 2.5 mm '"" 

重さ 

3己 g 
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3補足 

























《 1 -台で音楽プロファイルと通話プロファイルを同時に使巧している場合、別の機器 
との接続はできません。 

^2理論値、障害物なきこと。また、周困の電波状況により変わります。 

^3ただし結露なきこと 

^4接続先の機器や、周囲の環境、出力しベルなどにより異なります。 

已突起部を隙く 


3補足 
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3-5 別売品のご案内 


弊社ではへッドフォンで使用できる別買品として、が下の製品を取り扱って 
おります。オプション品はお買い求めしザこだいた販売店またはロジテックの 
をじ、オンラインショップロジテックダイしクトにてお求めください。ロジ'テッ 
クダイしクト Web サイトアドし ス： httpV / www . logitec - directjp / 

別売品 


• USB Bluetooth アダプタ（パソコン用 USB) 


型香 

内容 

LBT - UA 300 C 2 

团 uetooth 2.0 + EDR 対応 USB アダプタ 
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3 補足 








4 お問い合せについて 


お問い合わせの前に… 

1本ユーザーズマニュアルを見て、接続の状態*注意事項をもラー度 
ご確認ください。 

接続先の機器により、特別な注意力、’必要な場合があります。 

2弊社 Web サイト （ http :// www . logitec . co . jp /) では、最新のサポー 
卜情報を公開しています。お問い合わせの前にご確認ください。 

《問題力懈決しない場合は、弊社テクニカルサポートまでお問い合わ 
せください。 FAX にてお問い合わせの隙は、お客様のお名前、住所、 
電話番号、お問い合わせいただく製品名称、シリアル番号、故障 
の状態（なるべく詳しく）ご記入ください。 

弊社テクニカルサポート連絡先（ナビダイヤル） 

TEL : 0570-022-022 
FAX : 0570-033-034 

受付時間： 9 : 00〜12 : 00、13 ： 00- 18 ： 00月曜日〜金曜日 
(祝祭日、夏期、年末年始特定休業日を除く） 

携帯電話 （ FAX)、PHS ( TE し FAX 共)、 IP 電話订[し FAX 共)、 
ひかり（光）電話 （ TE し FAX 共）はご利用になれません。 


4お問い合わせについて 
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修理に ついて 


• 修埋依頼品については、下記に記す弊社修理受付窓□にお送りい 
ただくか、お求めいただいた販売店にご相談ください。 

• 保証期間中の修恐こつきましては、保証規定に従い修理いたします。 
• 保証期間終了後の修埋につきましては、有料となります。ただし、 
製品終息後の経過期間によっては、部品などの問題から修理できな 
い場合力％りますので、あらかじめご了承ください。 

修理品送付先 


〒 396-0 192 

長野県伊那市美すず六道原8268 

ロジテック株式会社修理サポートセンター （3 番受入窓 □) 

TEL : 0265-74-1423 
FAX : 0265-74-1403 

受付時間：9:00〜12:〇〇、13 ： 00- 17 ： 00月曜日〜金曜日 
(祝祭日、夏期、年末年始特定休業日を除く） 
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4お問い合わせについて 




修理ご依頼時の確認事項 


• お送りいただく隙の送料および、個包費用は保証期間の有無を問わ 
ずお客様のご負担になります。 

• 保証期間中の場合は、保証書を修埋依頼品に添付してください。 

• 必ず、「お客様のご連絡先（ご住所/電話番号)」「故障の状態」を 
書面にて添付してください。 

• 保証期間経過後の修理については、お見積もりの必要の有無、ま 
たは修理限度額および連絡先を明示のラえ、修理依頼品に添付して 
ください。 

• ご送付の隙は、緩衝材に包んでダンボール箱（本製品の個包箱、 
栖包材を推駕します）等に入れて、お送りください。 

• 弊社 Web サイトでは、修理に関するご説明やお願いを掲載してい 
まず。修理依頼書のダウンロードも巧能です。 

• お送りいただく隙の送付状控えは、大切に保管願います。 


個人情報の取り扱いについて 


ユーザー登録、修理依頼、製品に関するお問い合わせなどでご提供いただ 
いたお客様の個人情報は、惨を品やアフターサポートに関するお問い合わせ、 
製品およびサービスの品質向上、アンケート調査等、これらの目的のために関 
連会社または業務提携先に提供ずる場合、司法機関や行政機関から法的義務 
を伴う開示請求を受けた場合を除き、お客様の同意なく第兰者への開示はい 
たしません。お客様の個人情報は細むのま意を化って管理いたしまずのでご安 
むください。 


4お問い合わせについて 
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保証規定 


■保証内容 

製品添付のマニュアル、文書、説明ファイルの記載事項に従った正常なご使用状態で故障した場 
合には、本保証書に記載された内容に基づき、無償修理をいたします。保証対象は製品の本体部 
分のみとさせていただき、ソフトウェアなどの添付品は保証の対象とはなりません。なお、本保証 
書は日本国内におしヴのみ有効です。 


■保証適用外事項 

保証期間内でも、が下の場合は有償修理となります。 

1. 本保証書の提示をいただけない場含 

2. 本保証書の所定事項の未記入、あるいはき句力、’書き換えられた場合 

3. お買い上げ後の輸送、移動時の落下や衝撃等、お取り扱いが適当でないために生じた故 
障、損傷の場合 

4. 火災、地震、水害、落雷、その他の天災地変、または異常電圧等による故障、損傷の場合 
己.接続されている他の機器に起因して、本製品に故障、損傷が生じた場含 

6. 弊社および弊社が指定するサービス機関が外で、修理、調整、改良された場合 

7. マニュアル、文書、説明ファイルに記載の使用方ま、およびごま意に反するお取り扱いに 
よって生じた故障損傷の場合 


■を責事項 

本製品の故障または使用によって生じた、お客様の保存データの消失、破損等につし^て、保証す 
るものではありません。直接および間接の損害につし巧、弊社は一切の責任を負いません。 


